
託
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伊賀市　事務事業評価シート 施設の管理・運営

コード 名               称 コード 名            称

事業名 956 教職員住宅維持管理経費
会計 ０１ 一般会計
款 １０ 教育費

基本施策 31 個性を伸ばし、夢を追い求められる教育を進める 項 ０１ 教育総務費
目 ０２ 事務局費

担当部課名 教育部教育総務課 細目 １０３ 教職員住宅維持管理経費
作成者氏名 塚脇　逸子 連絡先 ２２－９６７５ 細々目 ０２ 教職員住宅維持管理経費

事業の計画・内容
市
内
の
類
似
施
設

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか）

伊賀市立小中学校の教職員 良好な住環境が維持される。

本
年
度
事
業
内
容

伊賀市教職員住宅の維持管理及び建設割賦金の償還

運営主体
■ 直営 □ 指定管理 □ 民間委託等

根拠法令・要綱等 伊賀市教職員住宅管理規則
（委託先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

市内の類似施設

投入資源 事業実績
H17 H18（予算） H19（予算）

活動指標 単位
実績値 目標値

①投入人員 正規職員     （人） 0.03 0.03 0.03 H17 H18 H19

教職員住宅建設割賦償還金 円 12,770 12,781 12,792

人件費合計（A） 216 216 216

②支出内訳 事業費（B) 12,927 12,946 12,981

（千円） 光熱水費 61 61 61

樹木伐採委 81 75 90

住宅建設償 12,770 12,781 12,800

その他 15 29 30

合計（A+B) 13,143 13,162 13,197

③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円） 地方債

受益者負担 3,252 3,252 3,252

その他特財
一般財源 9,891 9,910 9,945

上記①～③に関する特記事項

評価指標
事業の目的の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位 H17 H18（目標） H19（目標）

償還率 分子：実績値　　　　　　　分母：目標値 ％
100

100 100
目標

（ 100 ）

目標

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

ゆめが丘の快適な環境にあり、建設も比較的新しいことから、入居状況は現在の満室のままで減少しないと予想される。

評
価

必要性 4

順調に土地と建物分を償還している状況である。

総合評価
有効性 4

A達成度 4
効率性 4


	教職員住宅

